
 

 

朝倉駅前ロータリーが新しく生まれ変わります 

知多市の玄関口である朝倉駅周辺を、にぎわいの交流拠点とし、安全で円滑な交通結節点を確保する

ため、朝倉駅前ロータリー改良工事に令和 2 年度から着手します。 
 
 
１ 整備の考え方 

公共交通（バス・タクシー）と一般車の交錯を解消し、駅前 
ロータリーの安全と利便性を確保 
市民がくつろぎ、歩行者が滞留できる空間を確保 
障がい者や高齢者、子ども連れの方に配慮したバリアフリー 
化を推進 

 
２ 整備の概要 

ロータリー 

・ 安全な動線を確保するため、公共交通（バス・

タクシー）と一般車を分離して配置 

・ 乗降場の利便性を考慮し、駅舎前面に設置 

道   路 ・ 通過交通を円滑にするため、ロータリーと分離 

広   場 
・ くつろぎ空間を確保するため、植栽やベンチを

設置 

バリアフリー ・ 段差の解消や、広い乗降スペースの確保 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３ 施設規模          ４ 概算事業費         ５ 今後のスケジュール（予定） 
  約 8,100ｍ2                   

                         

お問い合わせ 
朝倉駅周辺整備推進室朝倉駅周辺整備推進チーム 市川 
（0562－36-2667） 
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▲完成予想図                                   
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